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　分数の計算において，次の計算は誤りである。１
★★

　　　　　　　　　　　
1

2
+

1

3
=

+1 1

+2 3
=

2

5

では，一般に，a，b，c，d を正の数とするとき，
a

b
+

c

d
=

+a c

+b d
 を満たすような a，b，c，d の組

は存在するか。存在する場合はその例を示し，存在しない場合は証明せよ。

得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ 50

　
　　１　  式と証明

＜1＞式と証明
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　細菌 V は約 20 万個で培地上にコロニー (集落) を形成し，コロニーの個数で細菌の数を数える。２
★★

ある研究室では、試薬 A の細菌 V への効果を試すために次のような実験をする。

　! 4 月の初めに細菌 V のコロニーを 70 個購入し，4 月末までに r ％ 増殖させる。そして，a 個の

　  コロニーに試薬 A を投与し，経過観測に回す。

　! 残りのコロニーを 5 月末までに r ％ 増殖させる。そして，a 個のコロニーに試薬 A を投与し，

　  経過観測に回す。

　! 以降同様に，月末までに残りのコロニーを r ％ 増殖させ，a 個のコロニーに試薬 A を投与し，

　  経過観測に回すことを繰り返す。

ただし，月末には最低 1 個のコロニーに試薬を投与し，コロニーの数が a 個以下となったら，すべて

の細菌に試薬を投与して実験を終える。

(1)　r=50 とする。5 月末の投与で，すべての細菌に投与が終わるような整数 a の値の範囲は，

　ア (a(イ  である。また，6 月末の投与で，すべての細菌に投与が終わるような整数 a の

　値の範囲は，ウ (a(エ  である。ア  ～ エ  にあてはまる整数を答えよ。

((ア)(イ)，(ウ)(エ)  各 15 点)

得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ 30

　
　　２　  複素数と方程式 (1)

＜2＞ 複素数と方程式
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(2)　a=80 とする。6 月末にちょうど 80 個のコロニーに投与してすべての細菌への投与が終わった。

　このとき，r の値を求めよ。(20 点)

得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ 20

　
　　３　  複素数と方程式 (2)

＜3＞複素数と方程式
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　3 種類の材料 A，B，C から 2 種類の製品 P，Q を作っている工場がある。製品 P を 1 kg 作るには，３
★★

材料 A，B，C をそれぞれ 1 kg，3 kg，5 kg 必要とし，製品 Q を 1 kg 作るには，材料 A，B，C 

をそれぞれ 5 kg，4 kg，2 kg 必要とする。また，1 日に仕入れることができる材料 A，B，C の量

の上限はそれぞれ 260 kg，230 kg，290 kg である。この工場で 1 日に製品 P を x kg，製品 Q を

y kg 作るとするとき，次の問いに答えよ。ただし，x)0，y)0 とする。

(1)　x，y が満たすべき条件について考える。

　　材料 A の使用量の条件から　　y(
アイ

ウ
x+ エオ ，

　　材料 B の使用量の条件から　　y(
カキ

ク
x+

ケコサ

シ
，

　　材料 C の使用量の条件から　　y(
スセ

ソ
x+ タチツ

　である。 アイ  ～ タチツ  に当てはまる数をそれぞれ答えよ。

((アイ)(ウ)(エオ)，(カキ)(ク)(ケコサ)(シ)，(スセ)(ソ)(タチツ) 各 5 点)

(2)　この工場において，1 日で作ることができる製品 P，Q の量の合計 x+y  0 1kg  は，

　0 1x，y =0 1テト ， ナニ  のとき最大となり，そのとき，x+y= ヌネ  である。

　 テト  ～ ヌネ  に当てはまる数をそれぞれ答えよ。((テト)(ナニ)，(ヌネ) 各 5 点)

得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ 25

　
　　４　  図形と方程式 (1)

＜4＞ 図形と方程式
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(3)　製品 P，Q 1 kg 当たりの利益はそれぞれ a 万円，3 万円であるとする。このとき，1 日当たりの

　利益について考える。ただし，a は正の数とする。

　(i)　a=1 の場合，利益を最大にする x，y は，0 1x，y =0 1ノハ ， ヒフ  である。

　(ii)　 ヘ  の場合，製品 P は作らず，製品 Q のみを作れるだけ作るときに限り利益が最大となり，

　　そのときの利益の最大値は ホマミ  万円である。

　(iii)　利益を最大にする x，y が 0 1x，y =0 1テト ， ナニ  のみであるための必要十分条件は

　　 ム  である。

　 ノハ ， ヒフ ， ホマミ   に当てはまる数をそれぞれ答えよ。また， ヘ ， ム  に当てはま

　るものを次の ～ のうちから 1 つずつ選べ。

　　0<a<
3

5
　　　　　　　　　

3

5
<a<

9

4
　　　　　　　　　

9

4
<a<

15

2

　　a>
15

2
　　　　　　a=

3

5
　　　　　　　a=

9

4
　　　　　　　a=

15

2

((ノハ)(ヒフ)，(ヘ)，(ホマミ)  各 5 点　(ム) 10 点)

得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ 25

　
　　５　  図形と方程式 (2)

＜5＞図形と方程式
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　(1)　実数 x，y は 2x + 2y =4 を満たす。2x+y の最大値と最小値を求めよう。４
★★

　次の  に当てはまる数を答えよ。((ア) ～ (キ)  各 5 点)

 考え方 1 

実数 a，b，x，y に対して 0
2a 1+ 2b 0

2x 1+ 2y ) 2
0 1+ax by  が成り立つ。

この不等式に a=ア ，b=イ  を代入して，等号が成立する条件を調べる。

 考え方 2 

方程式 2x + 2y =4 は，原点を中心とする半径 ウ  の円を表す。

この円と直線 2x+y=k が共有点をもつような定数 k の値の範囲を調べる。 

 考え方 3 

点 P 0 1x，y  が 円 2x + 2y =4 上を動くとき，

　　　　　　x=エ cos，y=オ sin  　00( 1<2

と表される。2x+y を三角関数を用いて表し，その最大値と最小値を求める。

　いずれの考え方を用いても，最大値と最小値を求めることができる。

　2x+y の最大値は カ ，最小値は キ  である。

得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ 35

　
　　６　  三角関数 (1)

＜6＞ 三角関数
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(2)　実数 x，y が 2x + 2y =2 を満たすとき， 2x +2xy+3 2y  の最大値と最小値を求めよ。(15 点)

得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ 15

　
　　７　  三角関数 (2)

＜7＞三角関数
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　関数 y=sin2x +cos2x  …… ① の周期について考える。５
★★★

まず，y=sin2x，y=cos2x  のどちらの周期も，正で最小のものは ア  である。

ここで，① を変形すると 

　　　　　　　　y= イ sin0 1+2x ウ   00< ウ 1<2 　…… ②

となるから，① のグラフの概形は エ  である。

① のグラフや ② の式から，① の周期のうち正で最小のものは ア  であることがわかる。

(1)   ア   に当てはまるものを，次の ～ のうちから 1 つ選べ。(5 点)

　　


8
　　　　



4
　　　　



2
　　　　　　　  　2　　　 　3　　  　4

(2)　 イ ， ウ  に当てはまるものを，次の各解答群のうちから 1 つずつ選べ。(各 5 点)

　 イ  の解答群

　　U2 　　　　　　　　-U 2 　　　　　　　　2　　　　　　　　-2

　 ウ  の解答群

　　


6
　　　　



4
　　　　



3
　　　　



2
　　　　

3

4
　　　　　　　　

3

2


得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ 15

　
　　８　  三角関数 (3)

＜8＞ 三角関数
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(3)　 エ  に当てはまるものとして最も適当なものを，次の  ～  のうちから 1 つ選べ。

　ただし，各図における点線 P は y=sin2x  のグラフである。(10 点)

x 

 y

 O



x 

 y

 O



U2 U21

1

P P

x x 

 y

 O



U2

1

P

x 

 y

 O



P

1

U2

x 

 y

 O



1

2

P

x 

 y

 O



U2 1

P

得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ
10

　
　　９　  三角関数 (4)

＜9＞三角関数
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印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

次に，関数 y=sin
x

2
+cos

x

3
 …… ③  の周期について考える。

y=sin
x

2
 の周期のうち，正で最小のものは オ ，y=cos

x

3
 の周期のうち，正で最小のものは 

カ  である。よって，k，l を自然数とすると，

　y=sin
x

2
 の周期のうち，正のものは オ %k  …… ④，

　y=cos
x

3
 の周期のうち，正のものは カ %l  …… ⑤ 

と表すことができる。

(4)　 オ ， カ  に当てはまるものを，次の  ～  のうちから 1 つずつ選べ。ただし，同じ

　ものを選んでもよい。(各 5 点)

　　


6
　　　　　



4
　　　　　



3
　　　　　



2
　　　　　　　　　　

3

2


　　2　　　　　3 　     　4　　　　　6

得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ 10

　
　　１０　  三角関数 (5)

＜10＞ 三角関数



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

x 

 y

 O

キ 2% キ

x 

 y

 O

1

　太郎：コンピュータを使って，y=sin
x
2
，y=cos

x
3

 のグラフを表示してみたよ。

　花子：周期が共通のように見える区間があるね。④，⑤ のどちらにも表される数に注目して

　　　　考えると，③ の周期のうち正で最小のものは キ  となるよ。

　太郎：コンピュータを使って，③ のグラフをかくと，次の図のようになったよ。

　　　　 キ  が， ③ の周期のうち，正で最小のものであることが確認できるね。

(5)　 キ  に当てはまるものを，次の  ～  のうちから 1 つ選べ。(5 点)

　　


12
　　　　　



6
　　　　  　

5

12
　　　　　

5

6
　　　　　2

　　4　　　　 　5　　　　  　6 　　　　  　12　　　　　24

(6)　(4)，(5) と同じようにして考えると，関数 y=sin
3

5
x+cos

7

5
x の周期のうち，正で最小のもの

　は クケ  である。 クケ  に当てはまる数を答えよ。(10 点)

得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ 15

　
　　１１　  三角関数 (6)

＜11＞三角関数



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

　a は 1 ではない正の実数とする。次の ① ～ ④ のうち，等式が常に成り立つものをすべて選べ。６
★★

①　aUa %U 3a = 2log a
8 　　　　　　　　   ②　2 3log 2a =-

U 3log a 0

③　90 3log a 1- 27log a =
U 3log 3a 　　　　  ④　2 0.5log 0 1+2 a = 0.5log 0 1+6a 7

得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ 50

　
　　１２　  指数関数と対数関数 (1)

＜12＞ 指数関数と対数関数



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

　次の問題に対する下の解答は誤りである。誤りの理由を述べ，正しい解を求めよ。７
★★

　　問題　方程式 3log 2
0 1-2x 1 =2 3log 0 1+x 4  を解け。

　　　解答　真数は正であるから　　 2
0 1-2x 1 >0  かつ  x+4>0

　　　　　　よって　　-4<x<
1

2
，

1

2
<x

　　　　　　 3log 2
0 1-2x 1 =2 3log 0 1-2x 1  より　2 3log 0 1-2x 1 =2 3log 0 1+x 4

　　　　　　すなわち　　 3log 0 1-2x 1 = 3log 0 1+x 4 　　　　ゆえに　　2x-1=x+4

　　　　　　したがって　　x=5　　　　これは -4<x<
1

2
，

1

2
<x を満たす。

得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ 50

　
　　１３　  指数関数と対数関数 (2)

＜13＞指数関数と対数関数



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

　 10log 2 =a， 10log 7 =b， 10log 3 =c とおく。８
★★

(1)　2･ 27 =98， 97 =40353607， 102 =1024 であるから，次の不等式が成り立つ。

　　　　2･ 27 <100  …… ①，　 97 >40000000  …… ②，　 102 >1000  …… ③

　① ～ ③ の不等式を用いて，a，b の小数第 1 位と小数第 2 位の値を求めてみよう。

　① から b<
アイ

ウ
a+ エ  である。また，② から b>

+オ a カ

キ
 である。

　さらに，③ から a>
ク

ケコ
 である。

　よって，
+オ a カ

キ
<

アイ

ウ
a+ エ  であるから，a の小数第 1 位の値は サ ，

　小数第 2 位の値は シ  である。

　また，
+オ a カ

キ
<b<

アイ

ウ
a+ エ  であるから，b の小数第 1 位の値は ス ，

　小数第 2 位の値は セ  である。((アイ)(ウ)(エ)，(オ)(カ)(キ)，(ク)(ケコ)  各 4 点，(サ)，(シ)，(ス)，(セ)  各 5 点)

得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ 32

　
　　１４　  指数関数と対数関数 (3)

＜14＞ 指数関数と対数関数



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

(2)　 32 ･10=80， 122 ･ 53 =995328  であるから，次の不等式が成り立つ。

　　　　 32 ･10< 43    …… ④，　 122 ･ 53 < 610   …… ⑤

　④，⑤ の不等式を用いて，c の小数第 1 位と小数第 2 位の値を求めてみよう。

　④ から c>
+ソ a タ

チ
，⑤ から c<

+ツテト a ナ

ニ
 であり，a>

ク

ケコ
 であるから，

　c の小数第 1 位の値は ヌ ，小数第 2 位の値は ネ  である。

((ソ)(タ)(チ)，(ツテト)(ナ)(ニ)  各 4 点，(ヌ)，(ネ)  各 5 点)

得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ 18

　
　　１５　  指数関数と対数関数 (4)

＜15＞指数関数と対数関数



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

　3 次関数 f0 1x = 3ax -2a 2x +01 1-a x+2a について，次の問いに答えよ。９
★★

(1)　一般に，3 次関数 g0 1x  が -1(x(2 で常に増加する関数になるのは，次の (ア) ～ (エ) のいずれ

　かの場合である。

　　　(ア)　g0 1x  はすべての実数の範囲で常に増加する。

　　　(イ)　g0 1x  は極大値を x=，極小値を x=  でとり，<(-1 である。

　　　(ウ)　g0 1x  は極大値を x=，極小値を x=  でとり，2(<  である。

　　　(エ)　g0 1x  は極大値を x=，極小値を x=  でとり，(-1<2(  である。

　(ア) ～ (エ) のうち，f0 1x  に対しては，どのような a をとっても起こりえないものをすべて選べ。

(25 点)

(2)　3 次関数 f0 1x  が -1(x(2 で常に増加するように，定数 a の値の範囲を定めよ。(25 点)

得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ 50

　
　　１６　  微分法と積分法 (1)

＜16＞ 微分法と積分法



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

　(1)　すべての実数 t に対して Q -t 1

t

0 1++2x ax b dx=t0 t 1+1  となるように，定数 a，b の値を定めよ。10
★★

(15 点)

(2)　a，b が (1) で求めた値であるとき，定積分 Q 0

t

0 1++2x ax b dx を求めよ。(15 点)

(3)　n を自然数とする。(1)，(2) の結果を用いて，次の等式を示せ。(20 点)

　　　　　 1･2+2･3+3･4+……+n0 n 1+1 =
1

3
n0 n 1+1 0 n 1+2

得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ 50

　
　　１７　  微分法と積分法 (2)

＜17＞微分法と積分法



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

　a を実数とし，f0 1x = 3x -6ax+16 とおく。11
★★

(1)　y=f 0 1x  のグラフの概形は

　　　a=0 のとき， ア

　　　a<0 のとき， イ 　　　である。

　 ア ， イ  に当てはまる最も適当なものを，次の  ～  のうちから 1 つずつ選べ。ただし，

　同じものを繰り返し選んでもよい。((ア)，(イ)  各 5 点)



x 

 y

 O



x 

 y

 O



x 

 y

 O



x 

 y

 O



x 

 y

 O



x 

 y

 O

得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ 10

　
　　１８　  微分法と積分法 (3)

＜18＞ 微分法と積分法



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

(2)　a>0 とし，p を実数とする。座標平面上の曲線 y=f 0 1x  と直線 y=p が 3 個の共有点をもつ

　ような p の値の範囲は ウ <p< エ  である。p= ウ  のとき，曲線 y=f 0 1x  と直線

　y=p は 2 個の共有点をもつ。それらの x 座標を q，r  0q 1<r  とする。曲線 y=f 0 1x  と直線 y=p 

　が点 0 1r，p  で接することに注意すると

　　　　　　q= オカ U キ
1
2a ，r=U ク

1
2a

　と表せる。

　 ウ ， エ  に当てはまるものを，次の解答群から 1 つずつ選べ。また， オカ  ～ ク  に当

　てはまる数を答えよ。((ウ)(エ)，(オカ)(キ)，(ク)  各 10 点)

　 ウ ， エ  の解答群 (同じものを繰り返し選んでもよい。)

　　2U2
3
2a +16　　　　　　　　　　　　-2U2

3
2a +16

　　4U2
3
2a +16　　　　　　　　　　　　-4U2

3
2a +16

　　8U2
3
2a +16　　　　　　　　　　　　-8U2

3
2a +16

得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ 30

　
　　１９　  微分法と積分法 (4)

＜19＞微分法と積分法



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

(3)　方程式 f0 1x =0 の異なる実数解の個数を n とする。次の  ～  のうち，正しいものは

　 ケ  と コ  である。

　 ケ ， コ  に当てはまるものを，次の解答群から 1 つずつ選べ。((ケ)，(コ)  各 5 点)

　 ケ ， コ  の解答群 (解答の順序は問わない。)

　　n=1 ならば a<0　　　　　　　　  　a<0 ならば n=1

　　n=2 ならば a<0　　　　　　　　  　a<0 ならば n=2

　　n=3 ならば a>0　　　　　　　　  　a>0 ならば n=3

得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ 10

　
　　２０　  微分法と積分法 (5)

＜20＞ 微分法と積分法



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

　(1)　定積分 S=Q -1

1

--2x
1

2
x

1

2
dx について，成り立つものを次のうちから 2 つ選べ。(25 点)12

★★

　①　S=Q -1

-
1
2

8 9--2x
1

2
x

1

2
dx+Q -

1
2

1

8 9++- 2x
1

2
x

1

2
dx

　②　S=Q -1

-
1
2

8 9++- 2x
1

2
x

1

2
dx+Q -

1
2

1

8 9--2x
1

2
x

1

2
dx

　③　S=Q -1

1

8 9--2x
1

2
x

1

2
dx+Q -

1
2

1

8 9++- 2x
1

2
x

1

2
dx

　④　S=Q -1

1

8 9--2x
1

2
x

1

2
dx+2Q -

1
2

1

8 9++- 2x
1

2
x

1

2
dx

(2)　S の値を求めよ。(25 点)

得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ 50

　
　　２１　  微分法と積分法 (6)

＜21＞微分法と積分法



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

　b>0 とし，g0 1x = 3x -3bx+3 2b ，h0 1x = 3x - 2x + 2b  とおく。座標平面上の曲線 y=g 0 1x  を 1C ，13
★★

曲線 y=h 0 1x  を 2C  とする。 1C  と 2C  は 2 点で交わる。これらの交点の x 座標をそれぞれ ， 

0 1<  とすると，= ア ，= イ  である。((ア)，(イ)  各 5 点)

ア ， イ  の解答群

　b　　　　　　-b　　　   　2b　　　　   　-2b　　　  　3b　　　　  　-3b

得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ 10

　
　　２２　  微分法と積分法 (7)

＜22＞ 微分法と積分法



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

(x(  の範囲で 1C  と 2C  で囲まれた図形の面積を S とする。また，t>  とし，

(x(t の範囲で 1C  と 2C  および直線 x=t で囲まれた図形の面積を T とする。

このとき

　　　　　　S=Q 



ウ dx，　T=Q 

t

エ dx，　S-T=Q 

t

オ dx

であるので

　　　　　　S-T=
カキ

ク 02 3t - ケ 2bt + コサ 2b t 1- シ 3b

が得られる。

したがって，S=T となるのは t=
ス

セ
b  のときである。

ウ  ～ オ  の解答群　(同じものを繰り返し選んでもよい。)

　6g 0 1x 7+h 0 1x 　　　　　　　　　　　　　6g 0 1x 7-h 0 1x

　6h 0 1x 7-g 0 1x 　　　　　　　　　　　　　62g 0 1x 7+2h 0 1x

　62g 0 1x 7-2h 0 1x 　　　　　　　　　　　　62h 0 1x 7-2g 0 1x

　2g 0 1x 　　　　　　　　　　　　　　　  　2h 0 1x

((ウ)，(エ)，(オ)  各 5 点，(カキ)(ク)(ケ)(コサ)(シ)  10 点，(ス)(セ)  15 点)

得　点(　  月　  日)

数学Ⅱ 40

　
　　２３　  微分法と積分法 (8)

＜23＞微分法と積分法



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

　初項と公差が与えられた等差数列の初項から第 10 項までの和を計算する問題で，A さんは誤って14
★★

公差の符号を逆にして計算したため，求めた和は正しい答えより 180 だけ大きくなった。また，

B さんは等差数列の初項と公差をそれぞれ等比数列の初項と公比と勘違いして和を計算したため，

答えが 8184となった。

(1)　この等差数列の初項と公差を求めよ。(25 点)

(2)　正しい答えを求めよ。(25 点)

得　点(　  月　  日)

数学Ｂ 50

　
　　２４　  数　　列 (1)

＜24＞ 数列



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

　住宅ローンなどで資金を借りた場合，返済総額は，利子の支払いのために元金より多くなる。元金 15
★★

610  円を借り，毎回一定額を返済していく方式 0 1元利均等返済  について考える。利子は借入日から 

1 年毎に，過去 1 年間の借入残高に対して年利率 0.8 ％ で発生する。返済は借入日からちょうど 1 年

毎に行い，借入日から N 年後に返済を完了するとする。

(1)　借入日から数えて n 年後からの 1 年間を通じての借入残高を na ，毎年の返済額を x とするとき，

　 0a = 610 ，および漸化式

　　　　　 na =ア
-n 1a -イ 　0n 1=1，2，……，N

　が成り立つ。((ア)(イ)  20 点)

(2)　20 年後に返済が完了するとき，毎年の返済額 x を求めよ。ただし， 201.008 =1.173 とし，小数点

　以下は切り捨てて整数値で答えよ。(15 点)

(3)　毎年の返済額を 4･ 410  円以下とするためには，返済年数は何年以上でなければならないか。

　 10log 2 =0.3010， 10log 3 =0.4771， 10log 7 =0.8451 とし，小数点以下を切り上げて整数値で答えよ。

(15 点)

得　点(　  月　  日)

50数学Ｂ

　
　　２５　  数　　列 (2)

＜25＞数列



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

　太郎さんと花子さんは，数列の漸化式に関する [問題 A]，[問題 B] について話している。16
★★

2 人の会話を読んで，(1) ～ (3) の問いに答えよ。

　[問題 A]　次のように定められた数列 6 7na  の一般項を求めよ。

　　　　　   1a =-2， +n 1a =3 na +8　(n=1，2，3，……)

　太郎： +n 1a =3 na +8 を +n 1a + ア =30 1na + ア  と変形すれば，等比数列に結びつける

　　　　ことができて，一般項を求められるね。

　花子：階差数列を考える方法もあるよ。数列 6 7na  の階差数列 6 7np  を，

　　　　　　　　 np = +n 1a - na   (n=1，2，3，……) 

　　　　とすると， 1p = イ ， +n 1p = ウ np  となるね。

　太郎：そうだね。これで数列 6 7np  の一般項を導くことができるから，数列 6 7na  の一般項も

　　　　求められるね。

(1)　(i)　 ア  ～ ウ  に当てはまる数を答えよ。((ア)  4 点，(イ)，(ウ)  各 3 点)

　(ii)　数列 6 7na  の一般項は， na = エ ･
-n 1

オ - カ  である。

　　 エ  ～ カ  に当てはまる数を答えよ。((エ)(オ)(カ) 5 点)

得　点(　  月　  日)

15数学Ｂ

　
　　２６　  数　　列 (3)

＜26＞ 数列



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

　[問題 B]　次のように定められた数列 6 7nb  の一般項を求めよ。

　　　　　  1b =6， +n 1b =-2 nb -18n+21　(n=1，2，3，……)

　太郎： 2b =-2 1b -18+21 であるから， 2b =-9 となるね。同じようにして， 3b =3 となる

　　　　ことがわかるよ。

　花子： 4b ， 5b ，…… と順番に求めることはできるけど，項の規則性はあるのかな。

　太郎：[問題 A] で考えたように，階差数列を利用してみたらどうかな。

　花子：数列 6 7nb  の階差数列 6 7nc  を， nc = +n 1b - nb   (n=1，2，3，……) として考えると，

　　　　 1c = キクケ ， 2c = コサ ， +n 1c = シス nc - セソ  となるね。

　太郎：あっ！  [問題 A] と同じような形になるね。

(2)　(i)　 キクケ  ～ セソ  に当てはまる数を答えよ。((キクケ)，(コサ)  各 3 点，(シス)(セソ)  4 点)

　(ii)　数列 6 7nc  の一般項は nc = タ  である。このとき， タ  に当てはまる式を，次の

　　 ～  のうちから 1 つ選べ。((タ)  5 点)

　　　-9･ -n 1
0 1-2 -2n-4　　　-9･ -n 1

0 1-2 -n-5　　　-9･ -n 1
0 1-2 -6

　　　-9･ -n 1
0 1-2 +n-8　　  　-9･ -n 1

0 1-2 + 2n -3n-4

得　点(　  月　  日)

15数学Ｂ

　
　　２７　  数　　列 (4)

＜27＞数列



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

(3)　2 人は [問題 B] について引き続き話している。

　　花子：他の方法で考えることもできるんじゃない。[問題 A] で +n 1a =3 na +8 を 

　　　　　 +n 1a + ア =30 1na + ア  に変形した考え方を応用できないかな。

　　太郎： +n 1b =-2 nb -18n+21 を，定数 s，t を用いて 

　　　　　　　　　　 チ =-20 1ツ

　　　　　の式に変形してはどうかな。

　(i)　 nq = ツ  とおくと，数列 6 7nq  は公比 -2 の等比数列となる。このとき， チ ， ツ  に

　　当てはまる式を，次の  ～  のうちから 1 つずつ選べ。ただし，同じものを選んでもよい。

　　　 nb +sn+t　　　　　　　　　　　　   　 +n 1b +sn+t

　　　 nb +s0 n 1+1 +t　　　　　　　　　　  　 +n 1b +s0n 1+1 +t　　　　　　((チ)，(ツ)  各 4 点)

　(ii)　s，t の値は，s= テ ，t= トナ  である。

　　 テ ， トナ  に当てはまる数を答えよ。((テ)，(トナ)  各 4 点)

　(iii)　数列 6 7nb  の一般項は， nb = ニ ･
-n 1

0 1ヌネ - ノ n+ ハ  である。

　　 ニ  ～ ハ  に当てはまる数を答えよ。((ニ)(ヌネ)(ノ)(ハ) 4 点)

得　点(　  月　  日)

20数学Ｂ

　
　　２８　  数　　列 (5)

＜28＞ 数列



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

　日本のある山地に生息するイノシシを無作為に 100 頭捕獲し，体重を計測してから再び山にもどす17
★★

という調査を行ったところ，体重の平均値は a kg，標準偏差は 20.0 kg であった。日本全体に生息す

るこの種のイノシシの体重の平均値は 142.7 kg であるとする。

a>142.7 であったとき，次の問いに答えよ。

(1)　この山地に生息するイノシシの体重の平均値は，日本全体の平均値より重いと判断できるかどう

　かを，有意水準 5 ％ で検定する。このとき，この山地に生息するイノシシの体重の平均値が，日本

　全体の平均値より重いと判断できるような a の値の範囲を求めよ。(25 点)

(2)　この山地に生息するイノシシの体重の平均値を，信頼度 95 ％で推定したところ，信頼区間は

　4 5p，q  となった。ただし，p<141<q である。次に，この山地に生息するイノシシの体重の平均値

　は，日本全体の平均値より重いと判断してよいかを，有意水準 5 ％で検定した。検定の結果につい

　て述べた文章として，適切なものを次の ① ～ ③ のうちから 1 つ選べ。(25 点)

　①　日本全体の平均値より重いと判断してよい。

　②　日本全体の平均値より重いとは判断できない。

　③　与えられた条件からは，検定の結果はわからない。

得　点(　  月　  日)

50数学Ｂ

　
　　２９　  統計的な推測 (1)

＜29＞統計的な推測



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

　機械 A はボタンを 1 回押すと，p の割合で青色の光を発光し，1-p の割合で赤色の光を発光する。18
★★

ただし，0<p<1 とする。

以下の問題を解答するにあたっては，必要に応じて正規分布表を用いてもよい。

"1#　p=
1
3

 とする。機械 A のボタンを繰り返し 450 回押したとき，青色の光が発光される回数を表す

　確率変数を X とする。このとき，(1)，(2) の問いに答えよ。

　(1)　X の平均 (期待値) は アイウ ，標準偏差は エオ  である。

　　 アイウ ， エオ  に当てはまる数を求めよ。

　(2)　ボタンを押す回数 450 は十分に大きいと考える。

　　このとき，確率変数 X は近似的に平均 カキク ，標準偏差 ケコ  の正規分布に従う。よって，

　　X が 140 以上 170 以下の値をとる確率は 0. サシスセ  である。また，X が ソ  以上の値を

　　とる確率は約 0.7 である。 カキク  ～ サシスセ  に当てはまる数を求めよ。

　　また， ソ  に当てはまるものを，次の  ～  のうちから 1 つずつ選べ。

　　　137　　　　　　  　142　　　　　　  　145　　　　　　  　147

　　　153　　　　　　  　155　　　　　　  　158　　　　　　  　163

((アイウ)，(エオ)，(カキク)，(ケコ)，(サシスセ)  各 3 点，(ソ)  5 点)

得　点(　  月　  日)

20数学Ｂ

　
　　３０　  統計的な推測 (2)

＜30＞ 統計的な推測



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

"2#　以下では，p の値はわからないものとする。このとき，機械 A のボタンを繰り返し 400 回押した

　ところ，青色の光が 80 回発光された。この標本をもとにして，割合 p に関する推定を行うことに

　した。ボタンを押す回数 400 は十分に大きいと考えて，(1) ～ (3) の問いに答えよ。

　(1)　割合 p に対する信頼度 (信頼係数)  95 ％ の信頼区間は

　　　　　< タ  . チ -1.96%
1

ツテ
,    タ  . チ +1.96 =%

1

ツテ

　　である。 タ  ～ ツテ  に当てはまる数を求めよ。

　(2)　同じ標本をもとにした信頼度 99 ％ の信頼区間について正しいものを，次の ～ のうちか

　　ら 1 つ選べ。 ト

　　　信頼度 95 ％ の信頼区間と同じ範囲である。

　　　信頼度 95 ％ の信頼区間より狭い範囲になる。

　　　信頼度 95 ％ の信頼区間より広い範囲になる。

　(3)　割合 p に対する信頼度 N ％ の信頼区間を 4 5A，B  とするとき，この信頼区間の幅を B-A  と

　　定める。標本は同じもののままで，(1) の信頼区間の幅を 0.75 倍にするには，信頼度を

　　 ナニ  . ヌ  ％ に変更することで実現できる。

　　 ナニ ， ヌ  に当てはまる数を求めよ。((タ)(チ)(ツテ)，(ト)，(ナニ)(ヌ)  各 5 点)

得　点(　  月　  日)

15数学Ｂ

　
　　３１　  統計的な推測 (3)

＜31＞統計的な推測



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

"3#　機械 A とは異なる機械 B がある。機械 B の説明書には，ボタンを 1 回押すと，0.6 の割合で青色

　の光を発光し，0.4 の割合で赤色の光を発光すると書かれている。

　このとき，(1)，(2) の問いに答えよ。必要ならば，U672.45，U1573.87 を用いてもよい。

　(1)　太郎さんが試しに機械 B のボタンを繰り返し 100 回押したところ，青色の光が発光された回数

　　は 54 回であった。この結果について，太郎さんと花子さんは以下のような会話をしている。

　　太郎：0.6 の割合で青色の光を発光すると説明書には書いてあるのに，100 回中 54 回しか発光さ

　　　　　れなかったということは，この機械は壊れているのではないかな？

　　花子：そうしたら，仮説検定の考え方を用いて，この機械が壊れているかどうか調べてみましょ

　　　　　う。

　　太郎：まず，この機械が壊れていない，つまり，0.6 の割合で青色の光を発光するという仮説を

　　　　　立てて考えよう。

　　花子：有意水準は 5 ％ にしましょう。

　　太郎：100 回のうち，青色の光を発光する回数 X の有意水準 5 ％ の棄却域は，ボタンを押す回数

　　　　　100 が十分に大きいと考えると ネ  と求められるね。

　　花子：ということは，この仮説は ノ  ので，機械は ハ  ね。

　　 ネ  ～ ハ  に当てはまるものとして最も適当なものを，次の解答群から 1 つずつ選べ。

　　 ネ  の解答群：

　　　40(X(80　　　　　　　 　45(X(75　　　　　　　  　50(X(70

　　　55(X(65 　　　　　　　　X(40，80(X　　　　　  　X(45，75(X

　　　X(50，70(X　　　　    　X(55，65(X

　　 ノ  の解答群：

　　　棄却できる　　　　　　　　　　　　   　棄却できない

　　 ハ  の解答群：

　　　壊れていると判断できる　　　　　　   　壊れているとは判断できない

((ネ) 4 点，(ノ)，(ハ)  各 3 点)

得　点(　  月　  日)

10数学Ｂ

　
　　３２　  統計的な推測 (4)

＜32＞ 統計的な推測



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

　(2)　機械 B のボタンを繰り返し 1000 回押したところ，青色の光が発光された回数は 540 回であっ

　　た。このとき，ボタンを押す回数 1000 は十分に大きいと考えて，この機械 B が壊れているかど

　　うかを，(1) と同様に有意水準 5 ％ で仮説検定の考え方を用いて調べると，その結果によりこの

　　機械 B は ヒ  。

　　 ヒ  に当てはまるものとして適当なものを，次の ， のうちから 1 つ選べ。((ヒ)  5 点)

　　　壊れていると判断できる　　　　　　   　壊れているとは判断できない

得　点(　  月　  日)

5数学Ｂ

　
　　３３　  統計的な推測 (5)

＜33＞統計的な推測



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

　正三角形 ABC について，3 点 P，Q，R が次のベクトルで表されるとき，△PQR は次の ①，②，19
★★

③ のうちどれか。最も適切なものを選べ。((1)(2)(3)  50 点)

　　①　正三角形　　　　　　　　②　二等辺三角形　　　　　　　　③　直角三角形

(1)　AP=
1
2

AB+
1
2

AC，AQ=
1
2

AC，AR=
1
2

AB

(2)　AP=AB，AQ=
1

2
AB +

1

2
AC，AR=

1

3
AB +

1

3
AC

(3)　AP=
1

3
AB+

1

3
AC，AQ=

1

2
AC，AR=

1

2
AB

得　点(　  月　  日)

50数学Ｃ

　
　　３４　  平面上のベクトル (1)

＜34＞ 平面上のベクトル



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

O

P
Q

P- Q-

C　右の図のように，点 O から任意に 2 本の直線をそれぞれ円 C と 2 点

で交わるように引き，その交点をそれぞれ P，Q，P-，Q- としたとき，

常に OP･OQ=OP-･OQ- が成り立つ。これは方べきの定理とよばれる。

この定理をベクトルを用いて証明することを考える。ただし，ここでは

20
★★

O

P

Q

C

A

r
ap

q

簡単のため，点 O は円 C の外部にあり，直線と円が異なる 2 点で交わる

場合のみを考えるとする。

円 C の中心を A とし，OA=a とおく。また，円 C の円周上の任意の

2 点 P，Q に対し，OP=p，OQ=q とおく。次の問いに答えよ。

(1)　
2

p -2p･a=
2

q -2q･a  が成り立つことを示せ。(20 点)

(2)　p と q が平行で同じ向きであるとき，すなわちある正の実数 k を用いて  q=kp と表されるとき，

　(1) の等式を用いて p q  を p によらない a と r のみの式で表せ。(20 点)

(3)　(2) の結果により，方べきの定理が証明できたことを説明せよ。(10 点)

得　点(　  月　  日)

50数学Ｃ

　
　　３５　  平面上のベクトル (2)

＜35＞平面上のベクトル



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

A

B

C

D

[図 1]

O

　[図 1] のような四角形 ABCD において，対角線の交点を O とし，

点 A，B，C，D の点 O に関する位置ベクトルをそれぞれ a，b，

c，d とする。

(1)　点 O に関する位置ベクトルが 

　　　　　　g=
+++a b c d

4
 

　と表される点 G は，四角形 ABCD の各対辺の中点を結ぶ線分の

21
★★

　交点であることを証明せよ。(15 点)

A

B

C

D

t
1-t

s

1-s

O

[図 2]

(2)　[図 2] のように，点 O は対角線 AC を s：0 1 1-s  に内分し，

　対角線 BD を t：0 1 1-t  に内分する点であるとする。ただし，

　s'
1

2
，t'

1

2
 である。このとき，c，d をそれぞれ a，b を

　用いて表せ。(15 点)

得　点(　  月　  日)

30数学Ｃ

　
　　３６　  平面上のベクトル (3)

＜36＞ 平面上のベクトル



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

(3)　[図 3] のように，四角形 ABCD を 2 通りの方法で 2 つの三角形に分割する。△ABC の重心を 1G ，

　△ADC の重心を 2G  とし，線分 1G 2G  を △ADC：△ABC に内分する点を G- とする。また，

　△ABD の重心を 3G ，△CBD の重心を 4G  とし，線分 3G 4G  を △CBD：△ABD に内分する点を

A

B

D

[図 3]

C

A

B

D

C

3G

4G

G--
1G

2GG-

　G-- とする。点 G- と点 G-- は一致することを証明せよ。(10 点)

(4)　線分 1G 2G  と線分 3G 4G  の交点を 0G  とする。点 G と点 0G  は一致するか。(10 点)

得　点(　  月　  日)

20数学Ｃ

　
　　３７　  平面上のベクトル (4)

＜37＞平面上のベクトル



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

　海上を異なる方向に真っ直ぐ航行する 2 せきの船がある。観測者の位置を原点として，海水面を22
★★

xy 平面として考えたとき，観測を始めた時点の船 A の座標は 0 1100，100 ，船 B の座標は 0 11000，300

であり，それから 1 分後の船 A の座標は 0 1500，300 ，船 B の座標は 0 1700，400  であった。2 せきの

船は，それぞれ一定の方向，速度を保って航行している。

(1)　2 せきの船の進行方向を示すベクトルがなす角   (0,((180, ) を求めよ。(25 点)

(2)　2 せきの船の間の距離が最小となるのは，観測を始めてから何分何秒後か。(25 点)

得　点(　  月　  日)

50数学Ｃ

　
　　３８　  平面上のベクトル (5)

＜38＞ 平面上のベクトル



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

　A さんは問題を解くときに次のような計算をした。23
★★

　　　　
6

8 9+sin
5

6
 icos



3
=sin8 9%6

5

6
 +icos8 9%6



3

　　　　　　　　　　　　　=sin5+icos2

　　　　　　　　　　　　　=i

しかし，この計算は誤りである。この計算が誤りである理由を述べ，
6

8 9+sin
5

6
 icos



3
 を正しく

計算せよ。

得　点(　  月　  日)

50数学Ｃ

　
　　３９　  複素数平面 (1)

＜39＞複素数平面



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

　次の問いに答えよ。ただし，次の事実は証明なしに用いてもよい。24
★★

　　複素数 z について，n が自然数のとき　　 nz -1= 0z 1-1 0
-n 1z +……+z 1+1

(1)　=cos
2

7
+isin

2

7
  とする。このとき， 6 + 5 + 4 + 3 + 2 ++1=0 であることを証明

　せよ。(15 点)

(2)　cos
2

7
+cos

4

7
+cos

6

7
  の値を求めよ。(15 点)

(3)　正七角形の対角線は 2 種類ある。半径 1 の円に内接する正七角形について，1 辺の長さを s，

　対角線のうち短い方の長さを t，長い方の長さを u とするとき， 2s + 2t + 2u  の値を求めよ。(20 点)

得　点(　  月　  日)

50数学Ｃ

　
　　４０　  複素数平面 (2)

＜40＞ 複素数平面



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

　放物線に関して，次の性質があることが知られている。25
★★

(＊)　放物線の焦点から発せられた光は，放物線に当たって反射すると，軸と平行に進む。

この性質 (＊) が成り立つ理由について考えよう。

放物線 2y =4px (p>0) 上の第 1 象限にある点 P における接線と x 軸との交点を T，放物線の焦点を

F とするとき

(1)　4PTF=4TPF を示せ。(25 点)

(2)　(1) の結果を用いて，性質 (＊) が成り立つことを説明せよ。(25 点)

得　点(　  月　  日)

50数学Ｃ

　
　　４１　  式と曲線 (1)

＜41＞式と曲線



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

　地球は太陽を 1 つの焦点とする楕円上を動くことが知られている。この楕円を C とする。地球が26
★★

太陽に最も近づくときの距離を 1 億 4700 万 km，太陽から最も離れるときの距離を 1 億 5200 万 km 

とする。

(1)　楕円 C の長軸の長さは何 km か。(15 点)

(2)　楕円 C の中心から太陽までの距離 c は何 km か。(15 点)

(3)　(1) で求めた長軸の長さの半分を a とする。地球が太陽に最も近づくときと太陽から最も離れる

　ときを考えることにより，楕円 C の離心率 e を a，c を用いて表せ。また，e の値を，小数第 4 位

　を四捨五入して小数第 3 位まで求めよ。(各 10 点)

得　点(　  月　  日)

50数学Ｃ

　
　　４２　  式と曲線 (2)

＜42＞ 式と曲線



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

x 

 y

 OO

y

xA BC

D

　右の図のように，2 点 A 0 1-5，0 ，B 0 15，0  それぞれを

中心とした円がいくつもある。円の半径は内側から

1，2，3，…… である。右の図のように 2 つの円の交点に

点を打っていき，中心が点 A で半径が 8 の円と，中心が

B で半径が 2 の円との共有点を C，中心が点 A で半径が

9 の円と，中心が B で半径が 3 の円との交点のうち，

y 座標の値が正である点を D とする。

(1)　これらの点に関して述べている次の文章について，

27
★★

　  に適するものを答えよ。ただし，(オ) については，(a) ～ (c) から選べ。

　点 A と点 C との距離は ア ，点 B と点 C との距離は イ  である。

　また，点 A と点 D との距離は ウ ，点 B と点 D との距離は エ  である。

　他の点についても同様に調べることにより，これらの点は オ  にあることがわかる。(各 5 点)

(a)　定点とその定点を通らない定直線からの距離が等しいから，放物線上

(b)　異なる 2 定点からの距離の和が一定であるから，楕円上

(c)　異なる 2 定点からの距離の差が 0 でない一定値であるから，双曲線上

(2)　(1) の結果から，これらの点を滑らかに結んでできる曲線の方程式を求めよ。ただし，曲線の定義

　域は x>0 であるとする。(25 点)

得　点(　  月　  日)

50数学Ｃ

　
　　４３　  式と曲線 (3)

＜43＞式と曲線



数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

数研
版　
オー
ダー
問題
集　
レデ
ィメ
イド
版見
本　
印刷
不可

　
　　　　　　　　　　　　　　正規分布表

＜44＞ 　


